
          

  

児童福祉施設における職員の労働問題、子どもたちの処遇問題、そしてさまざま

な理由から我が子を施設に預けざるを得ない親たちの抱える問題、さらには「追い

出し部屋」に代表されるような不当な退職強要の問題ですらも、社会的に見るとどこ

か繋がり合った問題群として捉えられます。 

 

私たちは、平成２５年７月から、こうした視点の下、施設職員、措置児童の親たち、

子どもに対する向精神薬投与の問題性を訴える人たち等、さまざまな立場の市民が

集まり、それら問題群を概観、検討し、身近な具体例も多数採り上げながら、より良

い方向性を目指し、社会に向けて問題を投げかけて来ました。 

 

今回は、そうした取り組みを振り返り、また来年へと繋げる大切な機会として、開

催致しますので、広く皆様方のご参加をうけたまわりますようお願い致します。 

 

１、内容  

メインテーマ「児童福祉の現状と今私たちにできること」 
 

１） 今年度の振り返りと来年度の方針（チーム体制や活動計画等）の検討 

司会及び話題提供：須田桂吾（児童養護施設心理士）、鈴木 剛（東京管理職ユニオン） 

２） 当事者による体験報告 

① 児童福祉分野における職員に対する退職強要 

＊ 発達支援センター指導員、児童養護施設心理士等 

②児童福祉行政によって我が子と引き離された親たちの声 

３） フロアとの質疑応答等 

 

２、日時：平成２6年1月18日（土） １３時半～１５時半 （開場１３時１５分）  

     参加費： １，０００円（資料代として）   

場所：ユニオン運動センター内 会議室 

東京都渋谷区代々木4-29-4 西新宿ミノシマビル2F  

＊ 京王新線初台駅東口下車、オペラシティーから徒歩約5分  

 

３、連絡先：   

（１）我が子に会いたい親の会  須田 

TEL：０９０－７３３４－７３６１ FAX：０４６３－67－6297  メール：yandk55@gmail.com 

（２）東京管理職ユニオン   書記長 鈴木 剛   

TEL：０３－５３７１－５１７０ FAX：０３－５３７１－５１７２ 

 


